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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ー
ス
市
で
開
か

れ
た
『
２
０
０
６
日
豪
交
流
年 

日
本
の

伝
統
・
文
化
の
祭
典
』
に
、
下
館
若わ

か

囃は
や

太

鼓
会
の
子
ど
も
た
ち
４
人
が
参
加
。
６
月

２
日
・
３
日
、パ
ー
ス
駅
前
や
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル
な
ど
で
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

同
会
は
昭
和
55
年
に
結
成
さ
れ
、
会
員
は

市
内
の
小
中
学
生
な
ど
。
こ
れ
ま
で
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
や

台
湾
な
ど
で
も
演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
年
長
の
笹さ

さ

智と
も

博ひ
ろ

く
ん（
下
館
中
２
年
）

は
、「
み
ん
な
熱
心
に
演
奏
を
聞
い
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
海
外
で
公
演
し
て
み
た

い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

明野中学校が文部科学大臣表彰
　

明
野
中
学
校
（
武た

け

位い

勉
つ
と
む

校
長
・
生
徒

数
４
６
５
人
）
が
、
科
学
分
野
の
文
部
科

学
大
臣
表
彰
と
な
る
、『
創
意
工
夫
育
成

功
労
学
校
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
平
成
16
年
度
か
ら
、
文
部
科

学
省
の
『
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進

事
業
』
の
指
定
校
と
な
り
、
授
業
の
工
夫

改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
本
校
で
は
生
徒
と
教
師
の
『
信
頼
』

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
実
態
に
応
じ
て
、
教
師
が
ね
ば
り
強

く
指
導
し
て
き
た
結
果
が
評
価
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
『
確
か
な
学
力

の
向
上
』
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
校
長
先
生
。

　

５
月
28
日
、
明
野
公
民
館
イ
ル
・
ブ
リ
ラ

ン
テ
で
、
映
画
『
ベ
ア
テ
の
贈
り
も
の
』
の

上
映
と
、
元
文
部
大
臣
で
同
映
画
の
制
作
発

案
者
で
あ
る
赤あ

か

松ま
つ

良
り
ょ
う

子こ

さ
ん
の
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
市
民
有
志
に
よ
る
実

行
委
員
会
。
こ
の
映
画
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
生
局

の
一
員
と
し
て
日
本
国
憲
法
作
成
に
携
わ
り
、

同
法
に
『
両
性
の
平
等
の
原
則
』
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
女
性
、
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー

ド
ン
さ
ん
を
描
い
た
も
の
で
す
。
上
映
後
に

行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
草
案
の
執
筆
者
で
も
あ
る
赤
松
さ
ん

が
、
平
等
な
社
会
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
、

満
員
の
来
場
者
に
語
り
ま
し
た
。　

あ
ら
か
る
と

筑
西

暮
ら
し
を
考
え　

ま
ち
を
知
り
た
い　

み
ん
な
の
広
場

創意工夫育成功労学校賞

オーストラリアに響いた下館祇園囃子 下館若囃太鼓会

平等な社会の大切さを訴える 映画『ベアテの贈りもの』＆赤松良子講演会



 ぼくたち・わたしたち １歳になりました

平成 17 年 9 月生まれのお子さんの
写真を募集しています。写真裏面に
①お子さんの氏名・生年月日・性別
②保護者氏名・郵便番号・住所・電
話番号を明記し、7 月 31 日（月）
までに市広報広聴課へ。応募者多数
の場合は抽選とします。

７/21 から（金） 遠藤彰子展　Akism ー 生命を謳う
茨城県つくば美術館 ［つくば市 TEL029‐856‐3711］月曜休
館　一般380円　高大生280円　小中生180円　 ▼ 8/27（日）
まで　油彩画の限界に迫る1500 号の巨大作品を展示

７/22 から（土） 近代日本の水彩画　ーその歴史と展開ー

茨城県近代美術館 ［水戸市 TEL029‐243‐5111］月曜休
館一般 830 円　高大生 580 円　小中生 350 円　 ▼ 9/3（日）
まで　幕末〜明治〜昭和前期の水彩画の歴史を紹介　

８/28（月） げんでん　ふれあい劇場2006　伝説の女優
茨城県立県民文化センター［水戸市 TEL029‐241‐1166］
午後 6：30 開演　Ｓ席 3,000 円 A 席 2,000 円 Ｂ席 1,000 円
浅丘ルリ子ＶＳ木の実ナナ　本気モードで女優バトルを大全開

７/18 から（火） 国重要文化財指定記念　板谷波山とその系譜展
敦井美術館  ［新潟市 TEL025‐247‐3311］日曜・祝日休館 

▼ 9/30（土）まで　一般 500 円　高大生 300 円　小中生
200 円　『彩磁禽果文花瓶』など波山の名陶を中心に展示

から（土） 数で楽しむ日本の美術
佐野市立吉澤記念美術館［佐野市 TEL0283‐86‐2008］
月曜休館 ▼ 8/27（日）まで　一般 500 円　高大生 300 円
小中生 100 円　数が鑑賞のポイントの名数画題や掛軸など

７/８ から（土） 現代陶芸の粋 - 東日本の作家を中心に -
茨城県陶芸美術館［笠間市 TEL0296‐70‐0011］月曜休館
一般 500 円　高大生 350 円　小中生 200 円　 ▼ 9/10（日）
まで　新進気鋭から人間国宝の陶芸家の作品約 100 点を展示

詳細は変更になる場合があります。事前に確認しておでかけください。

飯 島  恒 乙 くん

7月 11日生 （藤ヶ谷）
大 木  颯 人 くん

7月 10日生（桑山）
飯 山  捺 海 ちゃん

7月 11日生 （二木成）
石 島  拓 くん

7月 12日生 （中上野）
板 橋  空 良 くん

7月 14日生 （茂田）
小 林  姫 葵 ちゃん

7月 14日生 （中上野）
鈴 木  海 心 ちゃん

7月15日生 （みどり町）

吉 原  優 摩 くん

7月 25日生（下川島）
鯨 井  海 光 くん

7月 28日生（川澄）
柴  陽 莉 ちゃん

7月 26日生（幸町）
大 関  望 来 くん

7月 29日生（玉戸）
杉 山  莉 子 ちゃん

7月 31日生（伊佐山）

市 村  優唯花 ちゃん

7月 16日生（野殿）
仁 平  晶 斗 くん

7月 24日生（蓮沼）
大 橋  秀 成 くん

7月 23日生（下川島）
堀 江  帆乃果 ちゃん

7月 21日生（西方）
高 野  光 くん

7月 21日生（玉戸）
中 野  和 真 くん

7月 17日生（蓮沼）
内 田  涼 ちゃん

7月 21日生（樋口）

塚 田  大 和 くん

7月 2日生 （樋口）
稲 葉  尚 悟 くん

7月 2日生（茂田）
大 木  さくら ちゃん

7月 4日生 （茂田）
小 倉  菜津葵 ちゃん

7月 7日生 （深見）
萩 原  明日美 ちゃん

7月 7日生 （大島）
関  倖 汰 くん

7月 8日生 （小川）
田 崎  莉里香 ちゃん

7月 9日生 （花田）

７ おでかけガイド／わが家のアイドル

筑西あらかると

７/８



おたより

元
気
館
が
大
好
き
で
す

日ごろの暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。広報広聴課まで

私
は
将
来
画
家
に
な
り
た
い

で
す
。
緑
豊
か
な
美
し
い
筑
西

市
を
つ
く
り
、
そ
の
絵
を
描
く

の
が
私
の
夢
で
す
。
そ
し
て
大

勢
の
人
に
見
て
ほ
し
い
で
す
。

田
た な べ

邉　瞳
ひとみ

飯
いいじま

島  優
ゆ い

恵池
い け だ

田  未
み く

来 宮
みやした

下  耕
こうへい

平渡
わたなべ

辺  雅
まさたか

崇

私
の
将
来
の
夢
は
、
看
護
師

で
す
。
未
来
の
筑
西
市
に

は
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
施
設
が
で
き

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

私
の
将
来
の
夢
は
、
ユ
ニ
セ

フ
の
活
動
を
す
る
こ
と
で

す
。
理
由
は
世
界
中
の
子
ど

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
し
た
い
か
ら
で
す
。

ぼ
く
は
、
筑
西
市
を
自
然

い
っ
ぱ
い
の
市
に
す
る
た

め
に
緑
に
か
か
わ
れ
る
仕

事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ぼ
く
は
、将
来
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

今
は
つ
ら
い
練
習
を
乗
り

こ
え
て
、
日
々
自
分
の
心

と
体
を
き
た
え
て
い
ま
す
。

川
島
小
学
校
児
童
数
６
５
２
人

児
童
数
２
１
５
人

保
育
園
の
先
生
に
な
っ
て
、

い
つ
も
楽
し
く
笑
顔
で
子

ど
も
た
ち
と
遊
び
た
い
な
。

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
街
に
し
た
い
で
す
。

持
も ち た

田  真
ま り

理 佐
さ と う

藤  優
ゆ う や

耶伊
い と う

藤  円
ま ど か

香 岩
いわぶち

渕  真
まさふみ

史小
こ す が

菅  貴
たかひこ

彦

プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
に

な
っ
て
ワ
ー
ル
ド
杯
に
出
場

し
た
い
な
。
み
ん
な
が
誰
と

で
も
助
け
合
う
こ
と
が
で
き

る
街
に
し
た
い
で
す
。

笑
い
と
感
動
を
あ
た
え
ら

れ
る
マ
ン
ガ
家
に
な
り
た

い
な
。
い
つ
も
み
ん
な
が

笑
顔
で
い
ら
れ
る
、
明
る

い
街
に
し
た
い
で
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
選
手
に
な
っ

て
有
名
に
な
り
た
い
で
す
。

こ
の
街
が
み
ん
な
仲
良
く

暮
ら
せ
る
場
所
で
有
名
に

な
っ
た
ら
い
い
な
。

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
っ
て
、

両
親
を
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル

セ
ロ
ナ
に
招
待
し
た
で
す
。

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
空

気
の
街
に
し
た
い
な
。

古
里
小
学
校

　

私
は
、
あ
け
の
元
気
館
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
毎
日
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
は
、

年
齢
や
健
康
状
態
に
応
じ
て
使
い

分
け
ら
れ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
器
具

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス

タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
も
大
変
親
切

で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
適
切

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
す
。

　

元
気
館
の
休
館
日
に
は
、
別
の

施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
元
気
館
が
な
ん
と
い
っ
て

も
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
だ
と
思
い
ま

す
。

　

お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
た
ち
ま

で
多
く
の
人
が
利
用
で
き
、
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
元
気
館
。
私
は
大
好

き
で
す
。

　
　
　
　
（
古
内　

斉
藤 

安
子
）

６年生が描
くわたしの夢・このまちの未来 マイドリムー・

８



　６月上旬、市内の各小学校では一斉に
「プール開き」が行われました。
　養蚕小学校（渡辺正史校長・児童数 454 人）
では、待ちわびたプール授業に児童たちは
大喜び。３年生の阿久津直樹さんは「プー
ルが大好き！今年こそ 25 メートル泳げるよ
うになってやるぞ」と勢いよく水の中へ。

夏はやっぱりプールだね
～小学校でプール開き～

スナップ

世
界
選
手
権
モ
ス
ク
ワ
大
会
で
は
、

自
己
最
高
記
録
の
更
新
を
目
指
し
ま
す

フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ 

ユ
ー
ス
世
界
選
手
権
大
会
出
場

田た

中な

か 

星せ

利り

奈な

さ
ん
（
宮み

や

後ご

）

 

「
フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
、
小
学
校
５

年
の
時
。
今
は
市
内
に
あ
る
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
、

週
に
５
日
間
、
１
日
お
よ
そ
１
時
間
半
の
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
を
や
っ
て
い
て
一
番
う

れ
し
い
の
は
、
大
会
に
参
加
し
て
自
己
最
高
記
録
を
出

せ
た
時
で
す
ね
。
も
っ

と
良
い
記
録
を
出
し
た

い
と
思
う
こ
と
で
、
つ

ら
い
練
習
も
が
ん
ば
れ

ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ

た
の
は
、
明
野
中
学
校

２
年
の
田
中
星
利
奈
さ

ん
。
田
中
さ
ん
は
、
７

月
に
ロ
シ
ア
連
邦
の
首

都
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
る
『
フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ 

ユ
ー
ス
世
界
選
手
権
大
会
』
に
、
日
本
代
表
と
し
て

参
加
す
る
予
定
で
す
。　

　

フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
は
、『
フ
ィ
ン
』
と
呼
ば
れ

る
足
ひ
れ
を
装
着
し
て
泳
ぎ
タ
イ
ム
を
競
う
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
発
展
し
た
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
。
全
身
を
波

の
よ
う
に
う
ね
ら
せ
る
ウ
ェ
ー
ビ
ン
グ
と
い
う
泳
法

は
、
ま
る
で
人
魚
が
泳
い
で
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
田

中
さ
ん
は
、
ス
ノ
ー
ケ
ル
を
使
っ
て
呼
吸
し
な
が
ら
泳

ぐ
『
サ
ー
フ
ィ
ス
』
と
呼
ば
れ
る
競
技
の
う
ち
、
個
人

１
０
０
ｍ
、
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
４
×
２
０
０
ｍ

リ
レ
ー
の
３
種
目
に
出
場
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

「
小
学
６
年
の
時
に
、フ
ラ
ン
ス
の
国
内
大
会
に
オ
ー

プ
ン
参
加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
世
界
大
会
は

初
め
て
の
経
験
。
モ
ス
ク
ワ

で
は
、
自
己
最
高
記
録
の
更

新
を
目
指
し
ま
す
。
将
来
は
、

年
齢
制
限
の
無
い
真
の
世
界

選
手
権
大
会
に
、
日
本
代
表

と
し
て
出
場
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
ね
」。

人輝く

筑西あらかると

９ スナップ／輝く人



ぶ
ら
り
真
岡
鐵
道
の
旅

10

日
立
製
作
所
笠
戸
工
場
製
）
に
加
え
、
平
成

10
年
に
導
入
さ
れ
た
Ｃ
１
１
３
２
５
号
（
昭

和
21
年
・
日
本
車
輌
熱
田
工
場
製
）
の
２
両

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
１
２
６
６
号
（
Ｃ
12
型
）
は
、
福
島
県

川
俣
町
で
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
平
成

３
年
に
真
岡
線
Ｓ
Ｌ
運
行
協
議
会
が
購
入
し

ま
し
た
。
Ｃ
１
１
３
２
５
号
（
Ｃ
11
型
）
は
、

新
潟
県
北
部
の
水
原
町
（
現
阿
賀
野
市
）
か

ら
真
岡
市
が
平
成
８
年
に
購
入
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
大
が
か
り
な
解
体
・
修
復
作
業

　

今
回
は
真
岡
鐵
道
の
蒸
気
機
関
車
（
Ｓ
Ｌ
）

と
夏
休
み
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

下
館
駅
と
茂
木
駅
（
栃
木
県
）
を
結
ぶ
真

岡
鐵
道
（
営
業
距
離
41
・
９
㎞
）
に
Ｓ
Ｌ
が

復
活
し
た
の
は
、
平
成
６
年
３
月
。
廃
線
の

危
機
を
幾
度
も
乗
り
こ
え
、
下
館
市
（
当
時
）

を
は
じ
め
と
し
た
沿
線
自
治
体
と
住
民
の
期

待
を
一
身
に
受
け
走
り
出
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
Ｃ
１
２
６
６
号
（
昭
和
８
年
・

よ
み
が
え
る
『
く
ろ
が
ね
の
勇
姿
』

10:37 発
15:57 着

12:02 着
14:28 発

を
終
え
て
、
真
岡
線
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｌ
は
年
間
を
通
し
て
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
と
春
休
み
・
夏
休
み
の
特
別
期
間
に
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
館
駅
か
ら
茂
木
駅
ま

で
の
約
１
時
間
30
分
を
１
日
１
往
復
し
て
い

ま
す
。

　

Ｓ
Ｌ
に
乗
車
す
る
た
め
に
は
、
普
通
乗
車

券
の
ほ
か
に
「
Ｓ
Ｌ
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。

片
道
大
人
（
中
学
生
以
上
）
５
０
０
円
、
小

人
（
小
学
生
）
２
５
０
円
で
す
。
乗
車
日
の

１
か
月
前
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
み
ど
り
の
窓

口
・
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
で
購
入
で
き
ま
す
。

夏
休
み
は
Ｓ
Ｌ
に
乗
ろ
う
！

夏休みＳＬ体験

まっ黒い車体、大きな動輪、息をつくような蒸気の音、
すべてに力強さを感じるＳＬ。各部の名称や動く仕組み
など、子どもから大人までわかりやすく、楽しく学べます。
●期日＝７月 28 日（金）、８月 12 日（土）、８月 19 日（土）
●会場＝茂木駅構内　●参加費＝無料
●特典＝ＳＬ教室修了証、記念品（子どものみ）
●問い合わせ＝真岡線ＳＬ運行協議会 ℡ 0285-82-9151

車内案内や乗車記念証の配布・スタンプ押しなど、あこ
がれの車掌さんのお手伝い。（小学生対象）
●期日＝７月 30 日（日）、８月 13 日（日）、８月 20 日（日）
●募集人員＝各回とも下り線（下館→茂木）６人
●応募方法＝ハガキ又はＦＡＸに住所・氏名・電話番号・
　学校名・学年・希望日を明記のうえ、応募してください。
●申込期限＝各開催日の１週間前まで（定員になり次第締切）
●問い合わせ・申込＝真岡線ＳＬ運行協議会（栃木県真
　岡市荒町 5203）FAX0285-82-9152

ＳＬガイド体験

『ツインリンクもてぎ』で大冒険！　大自然の昆虫や鳥、
２足歩行ロボットがいっしょに楽しさ探険！（要予約）
●期日＝７月 29 日（土）、30 日（日）、８月 12 日（土）、
　13 日（日）、19 日（土）、20 日（日）※各回 40 人
●行程＝下館駅 8:49 発…真岡駅…茂木駅…（バス移動）　
　ツインリンクもてぎ…茂木駅 14:28 発【帰りはＳＬに乗
　車】…真岡駅…下館駅 15:57 着
●参加費＝【下館駅から参加】大人 4,000 円、子ども 3,000
　円【真岡駅から参加】大人 3,000 円、子ども 2,000 円
　※３歳未満は無料　昼食は各自負担
●問い合わせ・申込＝参加希望の方は開催日の１週間前
　までに真岡鐵道真岡駅へ  ℡ 0285-84-2911

こども冒険列車

下館

下館二高前

折本

ひぐち

久下田

寺内

真岡

北真岡

西田井

北山

益子

七井

多田羅

市塙

笹原田

天矢場

茂木

色はＳＬ停車駅

11:12 発
15:29 着

ＳＬ教室

夏休みＳＬ体験

夏休みＳＬ体験

ＳＬ重連運転 ＳＬ特別列車

写真家やＳＬファンに人気のＳＬ重連が緑あふれる光の中を１
年ぶりに走ります。真岡鐵道の２両のＳＬ、Ｃ 11 とＣ 12 が織
りなす力強い走りを見て、乗って、楽しみましょう。
●運行日＝７月 23 日（日）
●運行時刻＝通常の運行時刻と同じです。

ＳＬ夜行列車 ＳＬ特別列車

芳賀路の夏の風物詩！
ＳＬ夜行列車が花火をバックに今年も運行！
●運行日＝７月 29 日（土）※ふるさと茂木まつりにあわせて運行
●運行時刻＝下り　真岡（17:30 発）→茂木（18:28 着）
　　　　　　上り　茂木（20:22 発）→真岡（21:10 着）
●問い合わせ＝真岡鐵道株式会社　℡ 0285-84-2911
 ※お祭りが中止・延期の場合でも、7/29 のみ運行します。

C1266 号（C12 型）

多くのバルブや計器が並ぶ
C1266 号の運転席 C11325 号（C11 型）
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